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(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 EBITDA※ 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 4,135 21.6 69 ― 25 ― △51 ― △105 ―

2023年３月期 3,402 228.7 ― ― △155 ― △210 ― △296 ―
(注) 包括利益 2024年３月期 △91百万円( ―％) 2023年３月期 △281百万円( ―％)

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 △11.82 ― ― ― ―

2023年３月期 △34.60 ― ― ― ―
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 ―百万円 2023年３月期 ―百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 3,790 782 17.6 67.86

2023年３月期 4,456 620 11.7 59.69
(参考) 自己資本 2024年３月期 667百万円 2023年３月期 521百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 924 △150 △552 602

2023年３月期 △717 △657 1,287 381

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2024年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2025年３月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 3,998 △3.3 143 107.0 2 △92.1 △107 ― △115 ― △11.71



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 9,832,773株 2023年３月期 8,732,773株

② 期末自己株式数 2024年３月期 62株 2023年３月期 62株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 8,915,935株 2023年３月期 8,565,040株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 16 △45.9 △176 ― △188 ― △169 ―

2023年３月期 30 △34.9 △232 ― △238 ― △315 ―

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 △19.00 ―

2023年３月期 △36.86 ―

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 772 444 57.3 45.00
2023年３月期 584 360 61.7 41.29

(参考) 自己資本 2024年３月期 442百万円 2023年３月期 360百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
あたっての注意事項等については、決算短信（添付資料）５ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通
し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

文中における将来に関する事項は、当連結会計年度の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に変更されたことで経済活動が

正常化に向かう一方、東欧・ロシアや中東地域をめぐる世界情勢の不安、国内における円安基調の長期化など、先

行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社は「私たちを取り巻く脅威に対処し、遠い未来・近い将来・今の社会に貢献する」こ

とを経営理念として活動して参りました。地球温暖化・災害・衛生リスクという３つの脅威に対し、省エネルギー

設備の導入、その他施設改修等のソリューションに加え、リノベーション事業に進出し、グループをあげて受注活

動を行って参りました。

以上の結果、当連結会計年度における売上高は、4,135百万円（前連結会計年度比733百万円増）となりました。

損益に関しましては、販売費及び一般管理費が522百万円(前連結会計年度比265百万円減)となり、営業利益25百万

円(前連結会計年度 営業損失155百万円)、経常損失51百万円(前連結会計年度 経常損失210百万円)となりまし

た。純損益に関しましては、主に、不正会計時の経営陣等との和解により特別利益として受取和解金20百万円の計

上と前期以前より行っていた省エネルギー関連事業での施設工事の導入設備が当初想定していた効果が得られない

ものとなったため、この事業を協議の上精算し事業撤退損として特別損失35百万円を計上したことにより、親会社

株主に帰属する当期純損失105百万円(前連結会計年度 親会社株主に帰属する当期純損失296百万円)となりまし

た。

また、当連結会計年度よりキャッシュ・フローを重視する経営の観点から、当社グループのキャッシュ・フロー

創出力を示す指標としてEBITDAを開示しております。EBITDAは、EBITDA(営業利益＋のれん償却費及び減価償却費)

として算出しております。

セグメントの業績については、次のとおりであります。

（省エネルギー関連事業）

省エネルギー関連事業におきましては、省エネルギー事業の推進により、顧客企業にエネルギー・ソリューショ

ン・サービスの提供を行っております。また省エネルギー関連における設備導入、企画、設計、販売、施工及びコ

ンサルティング業務を行っております。

当連結会計年度における業績は、売上高890百万円（前年同期比188百万円増）、セグメント損失（営業損失）は

113百万円（前年同期 セグメント損失 246百万円）となりました。

（リノベーション事業）

リノベーション事業におきましては、リノベーション及びリノベーション後の物件販売、資産運用に関するコン

サルティング、宅地建物取引業、不動産の分譲、売買、賃貸及び管理並びにそれらの仲介及びコンサルティングを

行っております。当連結会計年度における業績は、売上高3,245百万円（前年同期比545百万円増）、セグメント利

益は136百万円（前年同期 セグメント利益 93百万円）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

①流動資産

当連結会計年度末における流動資産は、2,509百万円（前連結会計年度末比339百万円減）となりました。これは

主に、販売用不動産の減少424百万円、売掛金の減少59百万円、現金及び預金の増加217百万円等によるものであり

ます。

②固定資産

当連結会計年度末における固定資産は、1,281百万円（前連結会計年度末比326百万円減）となりました。これは

主に、建物185百万円の減少、土地136百万円の減少等によるものであります。

③流動負債

当連結会計年度末における流動負債は、1,778百万円（前連結会計年度末比703百万円減）となりました。これは

主に、短期借入金の減少643百万円と１年内返済予定の長期借入金12百万円の減少、未払金の減少65百万円等によ

るものであります。

④固定負債

当連結会計年度末における固定負債は、1,228百万円（前連結会計年度末比125百万円減）となりました。これは

主に、長期借入金の減少139百万円、長期未払金の増加22百万円等によるものであります。

⑤純資産

当連結会計年度末における純資産は、782百万円（前連結会計年度末比162百万円増）となりました。これは主

に、親会社株主に帰属する当期純損失105百万円を計上したことと新株予約権の行使による新株発行で251百万円の

資本金等の増加によるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して221百万円増加し、602百万円と

なりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは924百万円の収入となりました。これは主に、資金の増

加要因として、たな卸資産の減少861百万円、売上債権の減少59百万円、資金の減少要因としては、税金等調整

前当期純損失の計上66百万円、仕入債務の減少56百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは150百万円の支出となりました。これは有形固定資産の

取得による支出152百万円と、投資有価証券の取得による支出７百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは552百万円の支出となりました。これは主に、借入金に

よる収入2,490百万円と借入金の返済による支出3,286百万円、新株予約権の行使による株式の発行による収入

239百万円によるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期
自己資本比率（％） 2.6 12.7 64.6 11.7 17.6
時価ベースの自己資
本比率（％）

109.1 910.7 546.1 61.5 138.8

キャッシュ・フロー
対 有 利 子 負 債 比 率
（年）

― ― ― ― 281.0

インタレスト・カバ
レ ッ ジ ・ レ シ オ
（倍）

― ― ― ― 13.1

自己資本比率：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー/利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。
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（４）今後の見通し

当社グループは、環境・衛生ソリューションの提供を通じて、社会に貢献することを、経営の目標としておりま

す。特に、温暖化ガスの削減、災害への備え、衛生的な社会の実現、という３つの脅威に対するソリューション提

供体制の構築を、重要な課題として活動しております。

近年高騰する電力料金や、2050年カーボンニュートラルを目指す我が国のエネルギー政策を背景に、太陽光発電

を始めとする再生可能エネルギーへの需要は大きく高まっており、当社グループでは、この機を逃さず、適切な投

資によって業績を伸ばし、企業価値を向上させることを最大の課題としておりますが、その為には、当社グループ

が得意とする領域において、より利益率が高く、規模の拡大を図ることができるビジネスモデルの構築によって、

需要を積極的に取り込んでまいります。

そこで今期は、2023年９月27日に発表した中期経営計画に基づき、前期参入した再生可能エネルギー事業のノウ

ハウをさらに進め、当該事業に積極的に投資をすることで、安定収益の確保と、新たな成長戦略としてのPPA事業へ

の取組を進めてまいります。これにより、環境・衛生ソリューション事業、再生可能エネルギー事業、リノベーシ

ョン事業の３つの事業を、それぞれ確実な収益部門として確立させ、次なる成長へ繋げることを、今後の目標とし

ております。

(※) PPA(Power Purchase Agreement)モデルとは、電力を使用する需要家が提供する屋根や敷地に、PPA事業者

が太陽光発電システムなどを無償で設置・運用し、需要家自身が発電した電気を購入して、その使用料をPPA事業者

に支払うビジネスモデル

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度以前から継続して親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、損失が継続

することで資金繰りに懸念が生じる可能性があります。当連結会計年度の業績においては、営業利益は25百万円と前

期より改善されましたが、経常損失51百万円、親会社株主に帰属する当期純損失105百万円を計上しております。当該

状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

なお、このような状況を解消するための施策につきましては「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表

に関する注記事項（継続企業の前提に関する注記）」をご参照ください。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、当面は日本基準に基づき連結財務諸表を作成する方針であります。なお国際財務報告基準

（IFRS）につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、必要に応じて適用を検討する方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 439,554 656,749

売掛金 148,797 89,426

販売用不動産 2,110,354 1,685,729

原材料 1,589 414

前払費用 12,282 11,477

その他 136,980 66,221

貸倒引当金 △1,224 △876

流動資産合計 2,848,334 2,509,143

固定資産

有形固定資産

建物 614,170 437,878

減価償却累計額 △60,507 △69,674

建物（純額） 553,662 368,203

機械装置及び運搬具 20,227 26,395

減価償却累計額 △17,524 △23,058

機械装置及び運搬具（純額） 2,703 3,336

工具、器具及び備品 10,992 10,992

減価償却累計額 △10,992 △10,992

工具、器具及び備品（純額） ― ―

土地 814,098 677,178

有形固定資産合計 1,370,463 1,048,719

無形固定資産

のれん 106,630 94,782

その他 ― 3,800

無形固定資産合計 106,630 98,582

投資その他の資産

投資有価証券 11,781 18,750

繰延税金資産 10,559 8,764

敷金 22,324 20,166

長期前払金 55,000 55,000

破産更生債権等 10,308 10,308

その他 42,628 39,149

貸倒引当金 △21,781 △18,406

投資その他の資産合計 130,819 133,732

固定資産合計 1,607,913 1,281,033

資産合計 4,456,248 3,790,177
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 7,665 20,026

短期借入金 2,021,000 1,377,400

１年内返済予定の長期借入金 136,820 124,787

未払法人税等 12,655 27,299

未払金 132,668 67,568

前受金 64,934 21,056

その他 106,036 140,519

流動負債合計 2,481,781 1,778,657

固定負債

長期借入金 1,235,944 1,095,974

繰延税金負債 492 319

事業整理損失引当金 75,000 75,000

資産除去債務 7,245 ―

長期未払金 35,000 57,349

固定負債合計 1,353,682 1,228,642

負債合計 3,835,464 3,007,300

純資産の部

株主資本

資本金 1,993,430 2,119,292

資本剰余金 2,091,409 2,217,271

利益剰余金 △3,564,592 △3,669,982

自己株式 △52 △52

株主資本合計 520,195 666,529

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,064 688

その他の包括利益累計額合計 1,064 688

新株予約権 ― 1,656

非支配株主持分 99,523 114,002

純資産合計 620,783 782,876

負債純資産合計 4,456,248 3,790,177
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 3,402,015 4,135,838

売上原価 2,769,544 3,587,706

売上総利益 632,470 548,132

販売費及び一般管理費 787,658 522,470

営業利益又は営業損失（△） △155,187 25,661

営業外収益

受取利息 95 110

受取配当金 73 94

助成金収入 4,210 ―

違約金収入 2,497 ―

貸倒引当金戻入額 2,025 3,375

その他 1,484 1,110

営業外収益合計 10,387 4,691

営業外費用

支払利息 58,384 70,859

株式交付費 7,072 10,575

その他 601 3

営業外費用合計 66,057 81,438

経常損失（△） △210,858 △51,085

特別利益

固定資産売却益 2,386 9

受取和解金 ― 20,255

訴訟損失引当金戻入額 3,577 ―

特別利益合計 5,963 20,265

特別損失

減損損失 1,661 ―

事業整理損失引当金繰入額 75,000 ―

事業撤退損 ― 35,542

特別損失合計 76,661 35,542

税金等調整前当期純損失（△） △281,555 △66,362

法人税、住民税及び事業税 10,032 22,761

法人税等調整額 △10,532 1,785

法人税等合計 △500 24,547

当期純損失（△） △281,055 △90,910

非支配株主に帰属する当期純利益 15,299 14,479

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △296,355 △105,390
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純損失（△） △281,055 △90,910

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 △376

その他の包括利益合計 5 △376

包括利益 △281,049 △91,286

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △296,348 △105,766

非支配株主に係る包括利益 15,299 14,479
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,882,369 1,980,348 △3,268,237 △52 594,428

当期変動額

新株の発行 ― ― ―

新株予約権の発行

新株の発行

（ 新 株 予 約 権 の 行

使）

111,061 111,061 222,122

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△296,355 △296,355

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 111,061 111,061 △296,355 ― △74,233

当期末残高 1,993,430 2,091,409 △3,564,592 △52 520,195

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,058 1,058 1,122 ― 596,609

当期変動額

新株の発行 ―

新株予約権の発行 ― ―

新株の発行

（ 新 株 予 約 権 の 行

使）

△1,122 221,000

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△296,355

自己株式の取得 ―

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

5 5 99,523 99,529

当期変動額合計 5 5 △1,122 99,523 24,174

当期末残高 1,064 1,064 ― 99,523 620,783
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,993,430 2,091,409 △3,564,592 △52 520,195

当期変動額

新株の発行 ― ― ―

新株予約権の発行

新株の発行

（ 新 株 予 約 権 の 行

使）

125,862 125,862 251,724

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△105,390 △105,390

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 125,862 125,862 △105,390 ― 146,333

当期末残高 2,119,292 2,217,271 △3,669,982 △52 666,529

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,064 1,064 ― 99,523 620,783

当期変動額

新株の発行 ―

新株予約権の発行 3,680 3,680

新株の発行

（ 新 株 予 約 権 の 行

使）

△2,024 249,700

親会社株主に帰属す

る当期純損失（△）
△105,390

自己株式の取得 ―

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

△376 △376 14,479 14,103

当期変動額合計 △376 △376 1,656 14,479 162,093

当期末残高 688 688 1,656 114,002 782,876
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純損失（△） △281,555 △66,362

減価償却費 37,058 31,966

のれん償却額 11,847 11,847

受取和解金 ― △20,255

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,521 △3,723

事業撤退損 ― 35,542

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） 75,000 ―

受取利息及び受取配当金 △169 △205

支払利息 58,384 70,859

株式交付費 7,072 10,575

固定資産売却損益（△は益） △2,386 △9

減損損失 1,661 ―

売上債権の増減額（△は増加） 163,303 59,370

棚卸資産の増減額（△は増加） △586,628 861,199

仕入債務の増減額（△は減少） △63,713 △56,922

前受金の増減額（△は減少） 51,529 △38,477

長期未払金の増減額（△は減少） △12,000 22,349

その他 △109,349 62,950

小計 △652,468 980,705

利息及び配当金の受取額 169 205

利息の支払額 △59,836 △67,676

法人税等の支払額 △11,142 △8,856

和解金の受取額 ― 20,255

その他の収入 5,668 ―

営業活動によるキャッシュ・フロー △717,609 924,633

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △44,593 △36,390

定期預金の払戻による収入 28,751 40,904

有形固定資産の取得による支出 △465,229 △148,943

有形固定資産の売却による収入 2,615 9

無形固定資産の取得による支出 ― △3,800

投資有価証券の取得による支出 △10,000 △7,510

出資金の払込による支出 △20,000 ―

貸付金の回収による収入 12,805 4,041

子会社株式の取得による支出 △180,811 ―

その他 18,938 1,567

投資活動によるキャッシュ・フロー △657,523 △150,120
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,779,778 2,171,730

短期借入金の返済による支出 △1,876,698 △2,815,330

長期借入れによる収入 602,900 318,850

長期借入金の返済による支出 △421,826 △470,854

社債の償還による支出 △10,800 ―

新株予約権の行使による株式の発行による収入 213,927 239,124

新株予約権の発行による収入 ― 3,680

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,287,281 △552,800

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44 △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △87,896 221,708

現金及び現金同等物の期首残高 469,076 381,179

現金及び現金同等物の期末残高 381,179 602,888
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

当社グループは、前連結会計年度以前から継続して親会社株主に帰属する当期純損失を計上しており、損失が継続

することで資金繰りに懸念が生じる可能性があります。当連結会計年度の業績においては、営業利益は25,661千円と

前期より改善されましたが、経常損失51,085千円、親会社株主に帰属する当期純損失105,390千円を計上しておりま

す。当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社グループは、上記の継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況を解消するために、以下の対応策を

講じ、当該状況の解消又は改善に努めてまいります。

①営業利益及びキャッシュ・フローの確保

前連結会計年度に引き続き、各案件の精査を行い、継続的に原価の低減を図り、利益率の向上を進めてまいりま

す。また、商業施設、食品関連設備などへの省エネルギー提案によるクライアント開発を積極的に進め、安定的な

売上・利益を確保する体制の構築を進めてまいります。また、前期より進出したリノベーション事業においては、

利益の出せる体制となっており更にその拡大に努めます。

②案件精査、利益率確保のための体制

当社グループでは、営業管理・予実管理の実効性を上げるため、営業会議を毎週行い、予算の実行とコンプライ

アンスの向上に努めております。営業会議での課題・成果などは経営会議で報告され、タイムリーな対応策の検討、

情報の共有化を行うことにより、案件の精査や解決策を着実に決定・実行してまいります。

③諸経費の削減

随時、販売費及び一般管理費の見直しを実施し、販売費及び一般管理費の削減を推進し、利益確保に努めてまい

ります。

④資金調達

2023年12月28日に発行した第９回新株予約権の行使が2024年１月～2024年３月に行われ249,700千円を調達いたし

ました。今後、全てが行使された場合には204,300千円を調達できる見込みでおります。今後も、財務体質改善のた

めに、将来的な増資の可能性も考慮しつつ、借入金を含めた資金調達の協議を進めております。

⑤事業領域拡大

前連結会計年度より開始したリノベーション事業、今後需要が高まるPPA(※)事業を開始することで事業基盤の確

保と収益基盤の獲得を図っております。

(※) PPA(Power Purchase Agreement)モデルとは、電力を使用する需要家が提供する屋根や敷地に、PPA事業者

が太陽光発電システムなどを無償で設置・運用し、需要家自身が発電した電気を購入して、その使用料をPPA事業者

に支払うビジネスモデル

しかしながら、これらの対応策を講じても、業績及び資金面での改善を図る上で重要な要素となる売上高及び

営業利益の確保は外部要因に大きく依存することになるため、また、新株予約権による資金調達は行使が約束さ

れているものではないため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、当社グループの連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を連結財務諸表に反映しておりません。

(会計方針の変更)

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

収益の分解情報

１.顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

工事契約・保
守等

物販 不動産販売等 合計

一定期間にわ
たって認識す
る収益

687,916 ― ― 687,916

一時点で認識
する収益

― 14,367 2,586,513 2,600,880

顧客との契約
から生じる収
益

687,916 14,367 2,586,513 3,288,797

不動産賃貸収
入（注）

― ― 113,218 113,218

外部顧客への
売上高

687,916 14,367 2,699,731 3,402,015

(注)不動産賃貸収入については、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に従い会計処理を行ってお

り、賃貸借期間にわたり収益を認識しております。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

工事契約・保
守等

物販 不動産販売等 合計

一定期間にわ
たって認識す
る収益

877,015 877,015

一時点で認識
する収益

13,704 3,139,970 3,153,674

顧客との契約
から生じる収
益

877,015 13,704 3,139,970 4,030,689

不動産賃貸収
入（注）

105,148 105,148

外部顧客への
売上高

877,015 13,704 3,245,118 4,135,838

(注)不動産賃貸収入については、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に従い会計処理を行ってお

り、賃貸借期間にわたり収益を認識しております。

２.顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履

行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

工事契約・保守等

工事契約・保守等については、主として、履行義務の進捗度を見積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収

益を認識しております。工事の進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事

原価の合計に占める割合に基づいて行っております。また、進捗率を測定できないが、発生する費用を回収するこ

とが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。なお、契約における取引開始日から完全に履

行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期

間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。取引の対価は、主とし

て、履行義務の充足とは別に契約期間中に段階的に受領するとともに、残額については履行義務をすべて充足した
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のち概ね１年以内に受領しており、重大な金融要素は含んでおりません。

不動産販売等

当社グループは、不動産所有者から中古マンション等を取得し、必要に応じてリフォームを実施することで資産価

値を高めた後、顧客に販売しております。不動産販売では、不動産売買契約に基づき当該物件を顧客に引渡す義務

を負っております。当該履行義務は売買代金を受領すると同時に物件を引き渡した一時点で履行義務が充足される

ものであるため、顧客への対象不動産の引き渡し完了時点において収益を認識しております。
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３.当期及び翌期以降の収益の金額を理解するための情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権(期首残高)
売掛金

312,100

顧客との契約から生じた債権(期末残高)
売掛金

148,797

契約負債(期首残高)
前受金

6,964

契約負債(期末残高)
前受金

64,934

契約負債は、主に、工事案件において、引き渡し時に収益を認識する顧客との機器の販売契約について、支払

条件に基づき顧客から受け取った１か月分の前受金に関するものであります。契約負債は、収益の認識に伴い

取り崩されます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、6,964千円であり

ます。

過去の期間に充足(又は部分的に充足)した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益（主に、取引価格の

変動）の額に重要性はありません。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が１年

を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。 また、顧客との契約

から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(1) 契約資産及び契約負債の残高等

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権(期首残高)
売掛金

148,797

顧客との契約から生じた債権(期末残高)
売掛金

89,426

契約負債(期首残高)
前受金

64,934

契約負債(期末残高)
前受金

21,056

契約負債は、主に、工事案件において、引き渡し時に収益を認識する顧客との機器の販売契約について、支払

条件に基づき顧客から受け取った１か月分の前受金に関するものであります。契約負債は、収益の認識に伴い

取り崩されます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、64,934千円であり

ます。

過去の期間に充足(又は部分的に充足)した履行義務から、当連結会計年度に認識した収益（主に、取引価格の

変動）の額に重要性はありません。

(2) 残存履行義務に配分した取引価格

当社及び連結子会社では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が１年

を超える重要な契約がないため、実務上の便法を適用し、記載を省略しております。 また、顧客との契約

から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループでは、株式会社省電舎において、省エネルギー関連における設備導入、企画、設計、販売、施

工及びコンサルティング業務を行っております。また、株式会社イエローキャピタルオーケストラにおいては、

住宅のリノベーション及びリノベーション後の物件販売、資産運用に関するコンサルティング、宅地建物取引

業、不動産の分譲、売買、賃貸及び管理並びにそれらの仲介及びコンサルティングを行っております。各子会

社は包括的な戦略を立案し事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは、サービス別のセグメントから構成されており、「省エネルギー関連事業」、

「リノベーション事業」の２つを報告セグメントとしております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に

準拠した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益の数値であります。

各セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表計

上額

（注）２

省エネルギー

関連事業

リノベーション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 702,284 2,699,731 3,402,015 ― 3,402,015

セグメント間の内部売上

高又は振替高
― ― ― ― ―

計 702,284 2,699,731 3,402,015 ― 3,402,015

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△246,189 93,417 △152,771 △2,416 △155,187

セグメント資産 423,833 4,016,740 4,440,574 15,673 4,456,248

その他の項目

減価償却費 ― 37,058 37,058 ― 37,058

のれんの償却額 ― 11,847 11,847 ― 11,847

減損損失 1,661 ― 1,661 ― 1,661

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
1,661 1,477,093 1,477,093 ― 1,477,093

(注)１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△2,416千円には、セグメント間取引消去9,431千円及びのれ

ん償却額△11,847千円が含まれております。

２．セグメント資産の調整額15,673千円には、セグメントに配分していない全社資産576,506千円、セグメント

間債権債務消去等△560,833千円が含まれております。

３．セグメント利益又はセグメント損失は連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額

（注）１

連結財務諸表計

上額

（注）２

省エネルギー

関連事業

リノベーション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 890,719 3,245,118 4,135,838 ― 4,135,838

セグメント間の内部売上

高又は振替高
― ― ― ― ―

計 890,719 3,245,118 4,135,838 ― 4,135,838

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
△113,628 136,137 22,509 3,152 25,661

セグメント資産 393,153 3,293,601 3,686,755 103,421 3,790,177

その他の項目

減価償却費 430 31,535 31,966 ― 31,966

のれんの償却額 ― 11,847 11,847 ― 11,847

減損損失 ― ― ― ― ―

有形固定資産及び無形固

定資産の増加額
3,800 148,943 152,743 ― 152,743

(注)１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額3,152千円には、セグメント間取引消去15,000千円及びのれん

償却額△11,847千円が含まれております。

２．セグメント資産の調整額103,421千円には、セグメントに配分していない全社資産771,902千円、セグメン

ト間債権債務消去等△668,481千円が含まれております。

３．セグメント利益又はセグメント損失は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

前連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

（単位：千円）

報告セグメント
全社・消去 合計

省エネルギー
関連事業

リノベーショ
ン事業

計

当期償却額 － 11,847 11,847 － 11,847

当期末残高 － 106,630 106,630 － 106,630

当連結会計年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

（単位：千円）

報告セグメント
全社・消去 合計

省エネルギー
関連事業

リノベーショ
ン事業

計

当期償却額 － 11,847 11,847 － 11,847

当期末残高 － 94,782 94,782 － 94,782
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(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 59円69銭 67円86銭

１株当たり当期純損失（△） △34円60銭 △11円82銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

潜在株式は存在しないため記
載しておりません。

潜在株式は存在するものの１
株当たり当期純損失であるた
め記載しておりません。

(注) １．１株当たり当期純損失（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純損失（△）(千円)

親会社株主に帰属する当期純損失
（△）(千円)

△296,355 △105,390

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純損失（△）(千円)

△296,355 △105,390

普通株式の期中平均株式数(株) 8,565,040 8,915,935

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 620,783 782,876

純資産の部の合計額から控除する金額
(千円)

99,523 115,658

（うち新株予約権(千円)） ( ― ) ( 1,656)

(うち非支配株主持分(千円)) （99,523） （ 114,002 ）

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 521,260 667,217

１株当たり純資産額の算定に用いられ
た期末の普通株式の数(株)

8,732,711 9,832,711

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


